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要 旨
成人型 ア ト ピー性皮膚炎患者りデ ィ ス ト レ ス 首把握 し, 概念枠組みを行 っ た. そ の結果, ｢問
題未解決に よる精神の 不均衡｣, ｢不浄祝される こ と へ の恐れ｣, ｢ 掻痔感｣, ｢ 身体的安楽の 充足不
全｣, ｢基本的生活の 欲求充足不全｣, ｢高次欲求の 充足不全｣, ｢早期治癒 へ の 願望成就不全｣, ｢人
l
間関係の 調整不全｣, ｢ 生活ス タイ ル の調整不全｣, ｢ア ト ピーに対す る無理解 へ の 不満｣, ｢不安｣,
｢精神的サ ポー トが得られ ない 悩み｣, ｢経済的負担｣, ｢回避困難なデ ィ ス ト レ ス｣ で 成り立 っ て
い た.
キ ー ワ ー ド
成人型 ア ト ピー性皮膚炎患者, デ ィ ス ト レ ス
序
ア ト ピー性皮膚炎 (AD :A topicDe r m atitis)
と は, 増悪 ｡ 寛解を繰り返す, 掻揮の ある湿疹を
主病変とする疾患で ある
1)
. 近年思春期以 降も病
状が遷延したり, 思春期以降に発症する成人型ア
ト ピー性皮膚炎 の 増加 が社会問題 と な っ て い
る2･3 ). そ の 原因と し て , 家族間や職場 の 人間関
係, 受験などの 心理社会的ス ト レ ス の 関与が多く
報告されて い る
2~5)
. しか し, 患者自身が何 をス
ト レ ス ととらえて い るか, ど の ように認知 して い
るか, 患者の 言葉でと らえ た報告やデ ィ ス ト レ ス
だ けに着目した報告はない . 本研究は, A D患者
の ス ト レ ス をより詳細に知る ため に どの ような質
の デ ィ ス ト レ ス が あるかを明らか にする こ とを目
的と した.
本研究で述 べ る デ ィ ス ト レ ス と は, A D患者の
疾患や病状が もた らす生活上 の 苦痛, 不安, 不満,
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不快, 不便, 不眠, 不信, 蓑恥, 安寧の欠如, 悲
嘆なとを包含す る苦悩とした .
研究方法
1 . 対象
K大学病院に通 院中の 成人型 A D患者14名 (男
性5名, 女性9名) とした. い ずれも, 入 院経験
が あり調査者と面識の ある患者で , 本研究の 主 旨
に同意した患者で ある.
2 . .方法
個室にな っ て い る外来診察室の 一 つ を使用 し,
半構成的質問紙を用い て面接を行 っ た . 一 回の 面
接時間は, 約30分 - 60分とした. 面接内容は, 日
常生活に お い て , ｢不便 , 不満, 恥ずか しい , 不
安, 都合が悪 い , 悩ん で い る こと など｣ を問うた
め に, A D患者が療養上 の 規制を伴う日常生活場
面で どの ようなデ ィ ス ト レ ス を体験して い るかを
成人型ア ト ピー性皮膚炎患者の デ ィ ス ト レ ス
調 べ た. 質問は7 つ の 生活場面 (衣生活, 食生活,
住居環境, 入浴 ･ ス キ ン ケ ア , 運動, 睡眠, 社会
生活) に沿 っ て 行 っ た. 入院経験 の ある患者は,
入院中に, 医師や看護師から これら の生活場面に
おける注意点たっ い て生活指導を受 けた経験があ
る. 面接内容は, 対象者の 許可を得て テ ープ レ コ ー
ダ ー に録音した .
録音した面接内容は逐語録 に し, そ の 中から,
不便, 不満, 恥ずか しい ,
`
不安, 都合が悪い , 悩
ん で い る等, 患者が デ ィ ス ト レ ス と感 じて い ると
判断で き る部分 (文章, 文節) を取りだ し, コ ー
ド化した. そ れ らの コ ー ド の うち意味 ･ 内容の 類
似して い る もの を グル ー プ化 し, そ の グ ル ー プ の
性質を最も表現して い る名前を っ け概念化 した.
さ らにそれ らの下位概念の意味 ･ 内容 の類似 して
い る もの を グル ー プ化し, そ の グ ル ープ化 した群
の 特性を要約して 名前を っ け上位概念と した .
3
. 面接時の 倫理的配慮
対象者の 選定に つ い て は, 診療科長が診療に影
響を及ぼさ ない 配慮を して選定 し, 調査に つ い て
の 説明を対象者に行い 同意を得た上で , 調査者が
面接を行 っ た . 面接 の 開始前 に調査者 は, 調査 の
目的と方法, プ ライ バ シ ー の保護, 権利 の保障等
に つ い て , 文書を用い て再度説明し, 調査参加に
同意した対象者か ら同意書を得た上で 行な っ た.
4
. 面接期間
2001年8月 - 9月
結 果
1
. 対象者の 背景
対象の 年齢は, 19 - 38歳 (平均28歳) で あ っ た .
一 人暮らしは4名で , 10名は家族と同居して い た.
2. 抽出されたデ ィ ス ト レス (表1)
面接の 結果, 患者が デ ィ ス ト レ ス と感じて いる
と判断で き る部分を コ ー ド化す ると, 254q) コ ー
ド が確認で き た. 次に こ れ らの コ ー ド化した内容
の 意味が同質と判断で き る もの をグル ー プ化する
と, 55の 特徴的なデ ィ ス ト レ ス が明らか にな っ た.
次に55の デ ィ ス ト レ ス の それぞれ の 性質を最も表
現して い ると考え られる名前をつ けて , 55の デ ィ
ス ト レ ス をネ ー ミ ン グ化して成人型A D患者 の デ ィ
ス ト レ ス の 下位概念と した ( 表1). さ らに これ
ら55の デ ィ ス ト レ ス の 意味 ･ 内容が同質と判断で
きる デ ィ ス ト レ ス を グル ー プ 化し, ネ ー ミ ン グ化
す ると, 成人型A D患者 の デ ィ ス ト レ ス の 説明概
念で ある14の 上位概念が抽出された . こ れら の 上
位概念と下位概念は次に示した.
1) 問題未解決による精神の 不均衡
こ の 概念は , 治療や原因に対して 未解決な部分
が ある こ とに よ っ て生じる葛藤や焦燥, 疑念, 自
責, 怒り, 気持ちの コ ン ト ロ ー ル がで き ない こ と
など様々 な思い で揺れ動い て 精神が安定して い な
い こ とで あり, 不均衡と は , つ りあ い がとれて い
ない こ とを指す .
こ の 概念に は, ｢治癒 へ の 焦燥感｣, ｢原因未知
へ の焦燥感｣, ｢ありが た迷惑 へ の 困窮｣, ｢親 へ の
怨念と自責との 葛藤｣, ｢経済的自立 へ の 葛藤｣,
｢情報 の 氾濫と未消化｣, ｢治癒 に対する疑念｣,
｢欲望 コ ン ト ロ ー ル不可と悪化 へ の 不安｣, ｢前向
きな気持ち へ の コ ン ト ロ ー ル不全｣, ｢自責｣, ｢自
尊心が損なわれる こ と へ の 萎摩｣, ｢怒り｣ などの
12の デ ィ ス ト レ ス が包含され た.
(彰治癒へ の焦燥感
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 早く治りたい とい う気持
ちに反して治らない こと へ の焦りの気持ちで ある .
焦燥感と は, あせる気持ちで ある
6)
. 具体例に は,
｢何か治るも の が ない か｣, ｢治る ため に は何で も
すがる｣, ｢悪く な っ て い る こ とが多い の で 明日 は
どうかとい う不安が絶えずある｣ などで あ っ た.
②原因未知 へ の焦燥感
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 疾患の原因を知りたいが
そ の原因がは っ きりとわか っ て い な い ために , 知
りた い とい う欲求が満たさ れない こと へ の 焦りで
ある . 未知と は , ま だわか ら ない こ とを意味す
る6). 具体例 に は, ｢原因を教えて ほ し い｣, ｢何
が悪い の か｣, ｢ 原因がわか らない｣ などがあ っ た.
③ありが た迷惑 へ の 困窮
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 親が良かれと思い い ろ い
ろな療法を調 べ て きて勧め る こ とに対して そ の 親
切心 はありがた い が, 本当は断りたく て も親の 気
持ちや世話に な っ て い る こ とを考え ると断れず困
惑 して い る気持ちで ある. ありがた迷惑とは, そ
の親切心 はありがたい が実はかえ っ て迷惑なこと
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表1 l l . 成人型 ア トピ - 性皮膚炎患者の デ ィ ス トレス
下位概念 上位概念
治癒 へ の焦燥感
ありが た迷惑 へ の 困窮
親 へ の怨念と自責との葛藤
経済的自立 へ の葛藤
情報の氾濫と未消化
治療に対する疑念
欲望 コ ン トロ ー ル 不可と悪化 へ の 不安
前向きな気持ち へ の コ ン トt= - ル 不全
自責
自尊心が痕なわれ る こ と へ の 萎鹿
怒り
問題未解決による精神の不均衡
生活行動の充足不全
衣類の欲求充足不全
食の欲求充足不全
住居 へ の欲求充足不全
運動の欲求充足不全
仕事の欲求充足 へ の葛藤
基本的生活の欲求充足不全
美的偽装 へ の欲求充足不全
ペ ッ ト飼育 へ の欲求充足不全
楽しみの共有困難
外出に対する欲求充足不全
高次欲求の充足不全
早期治癒 へ の願望成就不全 早期治癒 へ の願望成就不全
人 の視線に対す る恐れ
皮膚に対する他者の ネガ テ ィ プな評価 へ の 恐れ
外観に対して の自信喪失
皮疹の隠蔽
自分の身体 へ の劣等感
不浄視される こと へ の 恐 れ
皮膚掻痔感の つ らさ
軽みによる生活上の支障
掻痔誘因 へ の不安
掻痔感
家族の無理解 へ の 木満
友人の無理解 へ の 不満
社会の人の無理解 へ の 不満
職場の人の無理解 へ の 不満
ア トピ ー に対する無理解 へ の不満
安楽が得られない悲しみ
身体的 ニ ー ズの 充足不全
痛み
寝具が汚れ る不快感
薬剤 へ の不快感
ケア継続履行
身体的安楽の充足不全
交友関係の 調整不全
職場で の人間関係の 調整不全
家族との人間関係の 調整不全
人間関係の調整不全
食事の調整困難
スキ ンケ ア の 調整不全
衣類素材選択時の調整不全
生活ス タイ ル の調整不全
体質遺伝 へ の 不安
薬剤副作用 へ の 不安
再入院 へ の 不安
社会の ア トピ ー に 対する理解 へ の不安
相談相手選択 へ の 悩み 精神的サポ ー トが得られない悩み
悩み
経済的負担 経済的負担
回避困難なデ ィ ス ト レ ス 回避困難なデ ィ ス ト レ ス
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成人型チ ト ピー性皮膚炎患者の デ ィ ス ト レ ス
で あ る6). 困窮とは, こ まりは てる ことを指す 6).
具体例に は, ｢頼が い ろ い ろ な療法を勧める｣,
｢親の 言う通りして い たら悪く な っ た｣, ｢親が勧
める療法を断れな い｣ などの 言葉が見られ た.
④親 へ の怨念 と自責との 葛藤
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 症状が よく ならない っ ら
さゆえ に親を恨ん で み たり自分を責めて みたりす
る気持ちが も っ れ る状態を意味す る . 怨念 とは ,
深 い 恨みで あ る7 ). 具体例 に は , ｢こ ん な捷質に
生まれた くなか っ たと思 う ことが奉る｣, ｢自分を
責め たり親を責め たり葛藤する｣ などが見られた .
⑤経済的自立へ の 葛藤
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 自分の 力で生活して い き
た い気持ちと病気の ため に働けず親に頼らざる を
得な い気持ちと の も つ れで ある . 自立とは , 自分
の 力で 独立する ことで ある6). 経済的自立と は,
金銭面で 誰に も頼らず自分の 力で生活して い ける
こ と で あ る . 具体例に は , ｢親 に経済的負担をか
けて い る現状か ら自立したい が で きない ため に感
じて い る ジ レ ン マ｣ で あ っ た .
⑥情報の 氾濫と未消化
こ の デ ィ ス ト レ ス は , A D に 関する広報が多く
出て おり, そ れらに振り回されて い る状態 を指す.
情報の 氾濫と は, 情報が あふ れ るよ うに沢山出る
こ~とで ある. 未消化とは, 読ん で知 っ た こ とや,
聞い た こ とを, ま だ, 自分 の力と して取り入れて
い な い こ とで あ る . 具体例に は , ｢情報が多くよ
い 面の み が書かれて い る の で 正 しい 評価がで きな
い ま ま受け入れて しまう｣, ｢情報力ミ多くそ れぞれ
異なる の で混乱する｣, ｢情報が多く迷う｣ な どが
あ っ た.
⑦治癒に対する疑念
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 治療に関して ｢ 正 しい の
か｣
l
と い う疑問があ る こ とで ある . 疑念と は , 本
当か どうか と疑う心 で ある
6)
. 具体例に は , ｢治
療に関して 疑問点が残存して い る｣, ｢病気に つ い
て 知りた い こ とがまだ ある｣ などが あっ た.
⑧欲望コ ン ト ロ ー ル 不可 と悪化 へ の不安
こ の デ ィ ス ト レ ス は,-悪く な っ た ら どうし~よ う
と安心で きない 気持ちがあ っ て, 掻きた い , 掻き
たく ない とい う欲望の調整が取れない 状態の こ と
で ある . 悪化 へ の 不安とは, 悪く なるの で はと安
心 で き ない こ とで ある . 具体例に は , ｢痔くて も
悪化する と嫌なの で掻･くの を我慢する｣, ｢掻き た
く ない が寝て い る間に撞い て しま い 悪く なる の で
は, と不安に思う｣ などが あ っ た.
⑨前向きな気持ちへ の コ ン ト ロ ー ル 不全-
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 皮膚の 状態が気持ちの 持
ち方に影響し進歩的な考え方が で きない こ とで あ
る . 前向きな気持ちと は , よ
■く なると いう方向に
気持ちを持っ こと を･指す . コ ン ト ロ
ー ル不全は ,
も の ごとをうまく調節して や っ て い く こ とが うま
く で き ない こ とで ある . 具体例に は, ｢皮膚状態
が悪い と前向きに考えちれない｣, ｢皮膚状態が考
え方に影響する｣ 等で あ っ た.
⑩自責■
こ の デ ィ ス ト レ ス は, よく ならない こ とで 自分
を責める こ とで ある. 自責とは , 自分の 悪か っ た
こ とを自分で 責め る こ とで ある6). 具体例に は,
｢ なぜ自分だ けが こ ん な.
に揮い の か｣, ｢親を責め
た りもした が精神的苦痛を与えて 申し訳なく思 っ
て い る｣ で あ っ た .
⑪自尊心が損なわれるこ と へ の萎磨
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 自分の 気持ちが傷 っ けら
れ悲 しい思 い で い る.こ とで あ る. 自尊心 とは , 自
分 の 名誉を傷っ けま い とする気持ちで あ る6). 萎
歴と は , 気持ち が萎えて ぐ っ たりす る こ とで あ
る7)
. 具体例に は , ･ ｢宗教に 勧誘され る の は弱み
に つ け込 まれて い るようで つ ら い｣, ｢宗教に勧誘
され る｣ で あ っ た .
⑫怒り
こ の デ ィ ス ト レ ス は, ある事柄 に対 して 納得の
い か ない 気持ちがあるために怒 っ て い る ことで あ
る . 具体例に は, ｢ ある病院に対 して 怒りの 気持
ちが ある｣ で あ っ た .
2) 基本的生活の 欲求充足不全
こ の 概念は, 病気に よる症状や皮膚状態を悪化
させ ない ための 生活上の 規制が あり, 自分が望む
生活ス タイ ル の 変更を余儀なくされ , 衣食住, 運
動, 仕事と い っ た基本的な生活に おい て 欲求不満
が生 じて い る こ とで ある . 充足不全と は , 満ち足
りる ことが不完全な状態で ある .
こ の 概念に は, ｢生活行動 の 充足不全｣,
I｢衣類
の 欲求充足不全｣, ｢食の 欲求充足不全｣, ｢住居 へ
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の 欲求充足不全｣, ｢ 運動の 欲求充足不全｣, ｢仕事
へ の 欲求充足不全｣ の 6 つ の デ ィ ス ト レ .ス が包含
されて い た.
①生活行動の充足不全
生活行動と は, 日常生活の 中で行われ る様々 な
営み で あ る . 具体例 に は , ｢疲労する の で 外出を
取りや め る｣, ｢刺激を避 けるため使え ない 化粧品
が ある｣, ｢拝みや不眠や身体の 疲労感の ために し
たい ことがで き ない｣ な どがあ っ た.
②衣類の 欲求充足不全
具体例に は , ｢皮疹が 見え る と恥ずか しい た め
着たく て も着られない もの があ る｣, ｢半袖を着た
い が肌をさ らせ な い の で着る こ とが で きな い｣,
｢着たい娘を着られない こ とが悲しい｣ などがあ っ
た.
③食の欲求充足不全
具体例は , ｢食 べ た い 物を我慢すると ス ト レ ス
に な る の で揮く な っ て も少し食べ る｣, ｢皮膚の状
態 の悪 い 時は好きな甘 い もの を我慢す る｣ で あ っ
た.
④住居へ の欲求充足不全
具体例 は , ｢皮膚 の ため に引 っ 越 した が住むと
ころと して 不満があ る｣ で あ っ た.
⑤運動の 欲求充足不全
具体例 は , ｢ス ポー ツ がで きな い の は辛 い｣,
｢皮膚 の 悪化 へ の 不安か らス ポ ー ツ の 誘い に参加
で き ない｣ で あ っ た .
⑥仕事 へ の 欲求充足 へ の葛藤
こ れは , 仕事を したい が皮膚の 症状の 悪化や薬
に よる眠気, 悪化 へ の 不安の ために仕事を辞めた
り変わ っ たり して ,`本来の した い 仕事と現状と の
間に葛藤が起きて い る こ と で あ る. 具体例に は,
｢皮膚の 状態が悪くて 仕事を辞め た｣, ｢朝起き ら
れない ために正職員として働きたくて も働けず パ ーー
ト に して い る｣, ｢悪化 へ の 不安から再就職で きな
い｣ などが あ っ た .
3) 高次欲求の 充足不全
人間の 欲求に は , 生理的欲求か ら自己実現の 欲
求まで 5段階あり8), 段階が高い 欲求はよ り高次
元 の欲求で ある . こ の 概念は , 先に述 べ た基本的
生活の 欲求充足不全に比 べ て , ｢生活を楽しみた
い｣ とい うよ り高次の 生活欲求が , 症状や皮膚状
態 を悪化さ せ ない た め の 生活上 の 規制に よ り自分
が望 む生活ス タイ ル の 変更を余儀な く さ｣ れ , 満た
されない こ とで ある .
こ の 概念に は, ｢美的偽装 へ の 欲求充足不全｣,
｢ペ ッ ト飼育 へ の 欲求充足不全｣, ｢楽しみ の 共有
困難｣, ｢外出に対する欲求充足不全｣ の 4 つ の デ ィ
ス ト レ ス が包含されて い た .
①美的偽装 へ の欲求充足不全
具体例に は, ｢皮膚に影響す る の で化粧がで き
ない｣, ｢肌の こ とが気になる ので化粧が できな い｣,
｢肌の こ とを気 にせ ず化粧 したい｣ 等 で あ っ た .
② ペ ッ ト飼育へ の欲求充足不全
具体例は, ｢ 悪化へ の 不安か ら ペ ッ トを飼う の
を我慢して い る｣ で あ っ た .
③楽しみの 共有困難
具体例は , ｢人に肌を見られ る の は嫌なの で友
人と 一 緒に楽しめ ない｣, ｢友人とお風呂 へ 行く の
が好きだ っ たが行けない の で面白く ない｣ 等で あ っ
た .
④外出に対す る欲求充足不全
具体例に は , ｢出かけ る こ とが少な い｣, ｢人目
が気に なり外出でき ない｣, ｢皮膚が ひ どい 時は外
出を避ける｣ などが あ っT=･
4) 早期治癒 へ の願望成就不全
こ の 概念は , 早く治りたい と い う願い がか なわ
な い悲しみで ある. 早期治癒と は , 病気や けがが
早く治 る こ とで あり, 願望と は , 願 い 望む こ とで
あ る6).
こ の概念は, 先に述 べ た2 つ の生活上 の 欲求に
関する概念と異なる ため, 下位概念と同じ抽象度
で 独立させ た .
(む早期治癒 へ の願望成就不全
具体例は , ｢治りたい , 仕方がな い｣, ｢早く治
したい｣, ｢良くなりたい｣ な どで あ っ た.
5) 不浄祝される こと へ の恐 れ
こ の 概念は , 人に A D に よ る皮疹や皮膚の 紅昧
を汚く思われな い かとい う感情から生じる デ ィ ス
ト レ ス を説明す る. 不浄視とは , 汚れて い ると見
る ことで ある . 汚く思 われない かとい う感情は ,
す なわち , 不浄祝されない かと恐れる気持ちで あ
る.
こ の 概念に は , ｢人の 視線に対す る恐 れ｣, ｢皮
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膚に対する他者 の ネ ガ テ ィ ブな評価 へ の 恐れ｣,
｢外観 に対して の 自信喪失｣, ｢皮疹の 隠蔽｣, ｢自
分の 身体 へ の 劣等感｣ な どの 5 つ の デ ィ ス ト レ ス
が包含され た.
①人の 視線に対する恐れ
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 人が自分の 皮膚や皮疹を
見る こ とを意識し恐れるこ とで ある. 視線とは,
一 般的に物をみ て い る時の 目の 方向 で あり6), こ
の 場合は, 自分の 皮膚や皮疹に目の 方向が 向い て
い る こ とで ある
. 恐れと は , こ の 場合は, 視線を
こ わが る気持ちで ある . 具体例に は, ｢人か ら見
られ て い な い か気に なる｣, ｢皮疹を見られたく な
い｣, ｢人の 目が気に なる｣ などが あ っ た.
②皮膚に対する他者の ネ ガテ ィ プな評価 へ の恐れ
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 他人が自分の 皮膚を良く な
い 印象に感じて い ない かが気にかか る ことで ある.
ネ ガ テ ィ ブな評価と は, 否定的な見方をす る こ と
で ある
. 具体例に は, ｢人が皮膚を見て嫌だと思
わない か気に な る｣, ｢人に汚い と思われて い な い
か気に なる｣, ｢人が気持ち悪く思わ ない か気に な
る｣ な どがあ っ た.
③外観に対 しての 自信喪失
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 自分の 外観に対して の 自
信を失う こ とで あ る. 外観と は , 外がわか ら見た
様子で あり 6), 自信喪失は, 自分 の 力や腕前や外
貌専に対 して の ねうちを信 じる気持ちを失うこ と
で ある
. 具体例に は , ｢外観が気に なる｣, ｢皮疹
があると自信を失う｣, ｢人か ら見られる こ と に自
信がない｣ な どがあ っ た.
④皮疹の隠蔽
こ れは , 皮疹を人から見えな い よ う に隠す こ と
に つ い て感 じて い るデ ィ ス ト レ ス で あるため , 皮
疹の 隠蔽と命名 した. 隠蔽と は , おお い 隠す こ と
で あ る6)
. 具体例 に は , ｢肌を見 られ る こ と が気
に な るの で隠す｣, ｢皮疹を衣類で 隠す｣, ｢皮疹を
隠す こ とが嫌｣ な どがあ っ た .
⑤自分 の身体 へ の劣等感
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 自分 の 皮膚に対する自己
評価の 気持ちで あ る. 劣等感と は, 人よ り劣 っ て
い ると感じる こ とで あ る6). 具体例 に は ｢皮疹や
紅味が恥ずか しい｣, ｢皮膚をも っ ときれい に した
い｣, ｢皮疹の 痕が目立 っ て嫌だ｣ な どで あ っ た.
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6) 掻痔感
こ の概念 は, 拝み に よ っ て生 じるデ ィ ス ト レ ス
を説明す る. 掻痔感と は, 揮み の こ とで あ る.
こ の 概念に は , ｢掻痔の つ らさ｣, ｢揮み に よ る
生活の 支障｣, ｢揺揮誘因 へ の不安｣ の 3 つ の デ ィ
ス ト レ ス が包含された.
①皮膚撞痔感の つ らさ
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 厚 み の つ ら さ を意味 して
い る. 具体例に は ｢痔く て辛い｣, ｢痔く て い らい
らする, 家族に あたる｣, ｢痔みが 一 番辛い｣ など
があ っ た.
②痔みに よる生活上 の支障
こ れは , 痔みに よ っ て生活上 の 支障が ある こ と
で あ る. 支障と は , 具合の 悪い こ とで ある 6). 具
体例に は , ｢拝みで 洗濯す らで きな い｣, ｢拝みで
仕事が辛い｣, ｢痔みが ある と何も手に つ か ない｣
などが あ っ た.
③掻痔誘因へ の 不安
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 拝み を引き起こ す原因に
対して , 輝く なる の で はない かと安心で き ない こ
とで ある . 誘因と は , ある こ と を引き起こ させ る
原因で あ る6). 不安と は , 安心で きない こ とで あ
る
6)
. 具体例に は , ｢食 べ 物で 厚く な っ た り紅く
な っ たりす る こ とが ある｣, ｢掃除右怠ると梓くな
る｣, ｢汗をかくと輝く なる｣ などが あ っ た.
7) ア トピ ー に対する無理解へ の 不満
こ の 概念は , 拝みや つ ら
.
さ をわか っ て もらえな
い と感じて い る こ とで ある . 無理解と は , 理解め
ない こ とで ある6) . 不満と は , 気持ちが満たされ
ない ことで ある6).
こ の 概念 に は , ｢家族の 無理 解 へ の 不満｣, ｢友
人の 無理解 へ の 不満｣, ｢社会の 人の無理解 へ の不
満｣, ｢職場の 人の 無理解 へ の 不満｣ の 4 つ の デ ィ
ス ト レ ス が包含された .
①家族の 無理 解へ の 不満
一 具体例に は , ｢暑さ は揮みを増す の で 避けたい
が親が協力的で ない｣, ｢親がわか っ て くれない｣,
｢親が理解 の ない ことを言う｣ な どがあっ た.
②友人 の無理解 へ の不満
具体例は , ｢友人 にわか っ て も らえない｣, ｢拝
さをわか っ て もらえない｣ で あら た.
③社会の人 の無理解 へ の不満
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具体例に は , ｢社会は ア ト ピー に理解が ない｣,
｢社会の 人に わか っ て もらえな い｣, ｢人に は わか
らない｣ などが あ っ た.
④職場の人 の無理解へ の 不満
具体例に は , ｢職場の 人 に通院の 事情を説明す
るの が面倒くさ い｣, ｢職場か ら辞め て はしい とい
われた｣, ｢職場の 人は汗をかく こ とがア ト ピーに
と っ て深刻な問題で あると捉えて い ない , 入院す
る必要を感じて い ない と思う｣ な どがあ っ た.
8) 身体的安楽の 充足不全
こ の 概念は , 身体的な安楽が満たされて い な い
こ とに よ る デ ィ ス ト レ ス を説明す る. 身体的安楽
とは, か らだ に苦痛や心配がなく安らかで楽な状
態の ことで ある .
こ の 概念に は , ｢安楽が得られ な い 悲 しみ｣,
｢身体的 ニ ー ズ の 充足不全｣, ｢痛み｣, ｢寝具が汚
れる不快感｣, ｢薬剤 へ の 不快感｣, ｢ケ ア 継続履行｣
などの 6 つ の デ ィ ス ト レ ス が包含された .
(む安楽が得 られな い悲 しみ
拝みに よ り睡眠が得られない こ とは , 苦痛で絶え
がた い もの で あ る . 具体例に は , ｢掻かな い かと
気にな っ て眠れない｣, ｢皮膚の 状態が悪い 時はぐ っ
すり眠れない｣, ｢ 拝みで 眠れず悲しい｣ などがあ っ
た
.
②身体的 ニ ー ズの 充足不全
こ れは , 休息や苦痛回避な ど, 身体に付随す る
生理的な ニ ーズが満た されない こ とで ある . 疲労
は , 身体の 休息が満たされない 症状で ある . 具体
例は , ｢疲労感が強い｣ で あ っ た .
③痛み
皮膚状態が悪か っ たり , 掻破に よ り廉欄を生じた
時に は痛みを伴う . 痛みとは , 身体に感じる痛さ
で ある6) . 具体例に は , ｢痛みの 辛さ｣ で あ っ た.
④寝具が汚れる不快感
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 睡眠中の 掻破に よ り血や
落屑に よ っ て 寝具が汚れ, 不快な感情が生じる こ
とで あ る. 不快と は , 嫌なこ とで ある6) . 具体例
は , ｢掻い て 布団が汚れる の が嫌｣, ｢血や落屑で
汚れる｣ などで あ っ た .
⑤薬剤 へ の 不快感
これ は , 外用剤の使用感が不快なために生じる
デ ィ ス ト レ ス で ある. 具体例は , ｢軟膏の べ と つ
き｣, ｢ス キ ン ケ ア は べ と っ く の で不快｣ な どで あ っ
た.
⑥ケ ア継続履行
こ れ は, ス キ ンケ ア を継続する ことが必要とさ
れて い るが , そ れを実行す る こ とに おい て生 じる
デ ィ ス ト レ ス で あ る. 履行とは , 約束どおりに実
行す る こ と で あ る6). 具体例に は , ｢ス キ ン ケ ア
は面倒くさ い｣, ｢ス キ ン ケ ア をさ ぼりたい 時があ
る｣, ｢朝晩の ス キ ン ケ ア は大変｣ などがあっ た.
9) 人間関係の調整不全
こ の概念は , 症状や皮膚状態を悪化させ な い た
め の 生活上 の 規制を守ろうとす る こ とや入院, 袷
療の 継続に よ り, 人間関係を整える こ とがで きな
い ために生 じるデ ィ ス ト レ ス を説明する. 調整不
全と は, 具合よく整える ことが完全で ない こ とで
あ る .
こ の 概念に は , ｢交友関係の 調整不全｣, ｢職場
で の人間関係の 調整不全｣, ｢家族と の人間関係の
調整不全｣ の 3 つ の デ ィ ス ト レ ス が包含され た .
①交友関係の調整不全
具体例に は, ｢ス キ ン ケ ア の 手間の ため に友人
達とあわせ られない ことが ある｣, ｢入退院を繰り
返すため に付き合い が減る｣, ｢温泉に行 けない の
で付き合い に支障が出て つ ら い｣ な どがあっ た .
②職場で の人間関係の 調整不全
具体例に は , ｢入院すると職場で良く思われ な
い の で つ ら い｣, ｢職場の 付き合い に付き合えず人
間関係が悪く なり つ ら い｣ 等で あ っ た.
③家族との人間関係の 調整不全
具体例に は, ｢父親と の 関係が ア ト ピー の 悪化
に影響 して い ると感じて い る｣, ｢母親との 関係が
良くない｣ などで あ っ た .
10) 生活ス タイ ルの 調整不全
こ の 概念は, 症状や皮膚状態を悪化させ ない た
め の生活上の 規制に よ り, 生活ス タイ ル を整える
こ とがで きない ために生じるデ ィ ス ト レ ス を説明
す る.
こ の 概念に は , ｢食事の 調整困難｣, ｢ス キ ン ケ
ア の 調整不全｣, ｢衣類素材選択時の 調整不全｣の
3 つ の デ ィ ス ト レ ス が包含されて い た.
①食事の調整困難
具体例に は , ｢ 一 人暮ら しで は食事に偏りがあ
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る｣ で あ っ た.
②ス キ ン ケアの 調整不全
こ れは , ス キ ン ケ ア にかか る手間と悪化 へ の 不
安との 調整が で きない こと で ある . 具体例に は,
｢ス キ ン ケ ア を しない と痔く なる の で は とい う不
安がある｣, ｢ なん で も使 っ て悪化する こ と へ の 不
安｣, ｢手の 届か ない とこ ろの ス キ ン ケ ア が しにく
い｣ な ど が あ っ た .
③衣類素材選択時の調整不全
こ れは , 衣類の 素材を選択す る に あたり, 症状
や皮膚状態を悪化させ ない ため の 素材と自分の 好
む衣類の素材と の 間で迷う状態で ある . 具体例に
は, ｢皮膚に よ い 素材の 物を着な い と悪化す る の
で はと い う不安があ る｣, ｢皮膚に よ い 素材の 物を
探す手間がかか る｣ な どがあ っ た .
ll) 不安
こ の概念 は, 疾患 へ の 理解や遺伝, 副作用, 悲
化 - の 不安の こ とで ある.
こ の 概念に は , ｢体質遺伝 へ の 不安｣, ｢薬剤副
作用 へ の不安｣, ｢再入院 へ の 不安｣, ｢社会の ア ト
ピー に対する理解 へ の 不安｣ などの 4 つ の デ ィ ス
ト レ ス が包含された.
①体質遺伝 へ の不 安
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 子供にア ト ピー体質が伝
わ る の で はと い う不安で あ る. 体質遺伝とは , 坐
まれ つ きも っ て い る, からだの 性質が子供に伝わ
る こ とで あ る . 具体例は, ｢体質遺伝 へ の 不安か
ら結婚に踏み切れない｣, ｢ 遺伝したらかわい そ う｣,
｢出産す る の は怖 い｣ な どで あ っ た .
②薬剤副作用 へ の不 安
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 外用薬を使い 続け るとと
に よ っ て 副作用が出現する の で は ない かと気がか
りな状態の こ とで ある. 薬剤副作用とは, 薬が病
気を治す働き以外 に, 別な悪 い働きをからだに起
こす こ とで あ る . 具体例は , ｢ス テ ロ イ ド の 副作
用 へ の 不安｣, ｢ス テ ロ イ ド以外の 薬があればい い｣
などで あ っ た
.
③再入院へ の 不安
こ の デ ィ ス ト レ ス は., 症状が悪化 し再入院する
こ とに なる の で はな い かと安心 で きない こ とで あ
る
. 具体例は , ｢再入院 へ の 不安｣, ｢ 退院して も
大丈夫か不安で あ る｣ な どで あ っ た .
④社会の ア トピ ー に対する理解へ の 不安
こ の デ ィ ス ト レ ス は, 社会が ア ト ピーと い う病
気を どの よ うに理解して い るか わか らない ため に
安心 で きない こ とで ある . 社会■とは , 共同生活を
して い る人々 の 集まりで あ り6), 学校, 家庭, 世
の 中を指す. 理解とは, 物 の すじみちが わかる こ
と で ある6). 具体例に は , ｢社会が ア ト ピ ー を ど
う受 けとめ て い るか自信が な い｣, ｢ 社会の ア ト ピ ー
に対する理解がわからな い｣ な どがあ っ た.
1 2) 精神的サ ポ ー トが得られない悩み.
こ の 概念は, 悩みを相談す る相手と場が得られ
ず悩ん で い る こ とで あ る . 精神的サ ポー トとは ,
心 の 援助で ある . 悩みと は , 思 い わずらう こ とで
ある6) .
こ の 概念 に は, ｢相談相手選択 へ の 悩み｣, ｢悩
み｣ の 2 つ の デ ィ ス ト レ ス が包含された .
(彰相談相手選択へ の 悩み
具体例は , ｢話を聞い てくれる人や揚が少ない｣,
｢誰に も相談 で きな い｣, ｢病気がよ く ない と家族
は嫌が る｣ な どで あ っ た .
②悩み
こ の デ ィ ス ト レ ス は , 疾患に関連して思 い煩 っ
て い る精神状態 の こ と で ある . 具体例に は , ｢悩
みが多く精神的負担が大き い｣, ｢身体が弱 っ て い
る時は精神的に も弱 っ て い る｣ などがあ っ た .
13) 経済的負担
こ の 概念は , 長期化する疾患の 治療に伴う経費
の 負担を意味する . こ の 概念は, 他に同類の も の
が なく下位概念 をそ の まま独立させ た.
(彰経済的負担
具体例は , ｢今ま で の 療法にお金がかか っ た｣,
｢民間療法に お金が多くかか っ た｣ な どで あ っ た .
14) 回避困難なデ ィ ス ト レス
こ の 概念は , 症状を悪化させ たく ない とか肌を
出したく ない と い う気持ちが あ っ て も, 仕事や授
業などで避けたく とも避けられ ない 状況で ある .
回避とは , ある もの に会わない よ うに, ま たは そ
うならな い よ うに よける ことで ある6) . 類似の 下
位概念がない た め, そ の まま独立させ た .
(彰回避困難なデ ィ ス トレ ス
具体例に は , ｢仕事上皮膚に よ く ない 素材や形
の 衣類を避けられ ない 場合が ある｣, ｢ス ポ ー ツ に
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よ り拝みが で るが , 授業なの で避 けられない 場合
があ る｣, ｢水着に なり肌を出さな ければならない
が, 授業なの で 避けられな い場合があ る｣ などが
あ っ た.
考 察
1
.
デ ィ ス ト レスの特徴
｢問題未解決に よ る精神 の 不均衡｣ に含ま れる
7 つ の デ ィ ス ト レ ス , す なわち, ｢原因未知 へ の
焦燥感｣, ｢ ありが た迷惑 へ の 困窮｣, ｢親 へ の 怨念
と自責の 葛藤｣, ｢経済的自立 へ の葛藤｣, ｢情報の
氾濫と未消化｣, ｢自尊心 が損なわれ る こ と へ の 萎
摩｣, ｢怒り｣ は, 過去 の報告 の 中に は類似の もの
が なく, 今回明らかに な っ たデ ィ ス ト レ ス で ある.
こ れ ら の デ ィ ス ト レ ス は, 近年 の A D に関す る情
報や 様々 な療法の 氾主監が原因とな り, 患者も家族
も翻弄され て い る こ とが 明らか で あ る. 同様の こ
と が ｢経済的負担｣ や ｢ア ト ピーに対する無理解
へ の 不満｣ に も当て はまる.
ま た , 人は誰もが ｢安楽で い たい｣ とい う基本
的欲求を持 っ て い る . しか し, ｢基本的生活の 欲
求充足不全｣, ｢高次欲求の 充足不全｣, ｢人間関係
の 調整不全｣, ｢生活ス タイ ル の調整不全｣, ｢身体
的安楽の 充足不全｣ は , A D患者がい かに種々 の
欲求が満たされて い ない かを表して い る. 悪化を
防ぐため の ケ ア の 継続励行はともすれば生活ス タ
イ ル の 変更を必要と し, 様 々 な場面で欲求ゐ充足
不全が生じる . こ の こ と ば , ｢普通 に生活した い｣
とい うより人並みの 生活を求める患者の 言葉に表
れて い る . 張らは, 外来通 院の A D患者に ｢皮疹
が治 っ た ら今と何が違 っ て きますか｣ とい う質問
を した 結果, ｢人生設計に かかわ る こ とが可能に
な る｣, ｢趣味, 娯楽, ス ポ ー ツ などが で き る｣,
｢日常生活に関して回避して い る こ とがで きたり,
面倒な こ とをせ ずにすむ｣ な どの 回答があ っ た こ
とを報告 して い る9). ｢ した い こ とがで き な い｣
とい う本研究の 結果と あわせ ると, A D患者は ,
A D であるが ゆえに自分の した い生活がで きない
と考え て い る . ま た , ｢ペ ッ ト飼育 へ の 欲求充足
不全｣ とい うデ ィ ス ト レ ス は, 過去 の報告に は見
られなか っ たもの で あるが, こ れ は, 近年の 一 般
社会の 生活 ニ ー ズ が高く な っ て おり, それと同様
に A D患者 の高次欲求も広が っ たため と考え る .
張らは , A D患者を看護する上で , 看護者側に
も ｢接し方が難 しい｣, ｢患者に陰性の 感情を持 っ
て しま う｣ などの 苦悩があると述べ て い る9). こ
れ は , こ れまで A D患者の デ ィ ス ト レ ス が明確に
な っ て い な い ため , 看護者自身もデ ィ ス ト レ ス へ
の 対処がわからなか っ た こ とか ら釆て い る もの と
考え る . した が っ て , A D患者の デ ィ ス ト レ ス へ
の 理解を深め る こ とで , 患者との 信頼関係が形成
しやすくなり, 看護介入もス ム ーズ に なる もの と
考える .
2
.
A D患者の デ ィ ス トレス の概念枠組み
吾郷ら の｢心理社会的因子が発症 にかか わ るま
で｣10'を参考に A D患者 の デ ィ ス ト レ不と変化過
程の 概念モ デ ル を図1 に示した . ど の よ うなデ ィ
ス ト レ ス を持 っ かは , 患者の 個人的属性で あ る年
齢, 性別, 職業, 家族構成, 羅患年数, 自己概念,
セ ル フ ケ ア能力 , 皮膚症状に よ っ て 差異が 生 じ七
くる . また, 生活環境 (ダ ニ , - ウ ス ダ ス ト , 真
菌, 細菌 , 植物など), 汁, ふ け, 感冒, 過労,
物理的刺激 (摩擦), 界面活性剤, 低湿度, 食物,
家族の 支援, 医療者との 関係, 治療状況 , ラ イ フ
イ ベ ン ト, 日常苛立ち事と い っ た条件因子に もよ
る
.
こ れら の条件因子は皮膚症状の 悪化の誘因と
なるとされて おり, デ ィ ス ト レ ス の 発生に 関与す
る もの で ある. A D患者の デ ィ ス ト レ ス は , 14の
構成要素からなり, こ れらの デ ィ ス ト レ ス は, 家
族や友人, 医療者, 社会の 人々 の 支援と理解, 過
切な治療, 正しい 情報を獲得する ことに よ っ て緩
和されるも の と考える . ま た, 患者自身の対処能
力や セ ル フ ケ ア 能力を身に つ ける こ とに よ っ て も
緩和され る. 周囲の 支援も患者自身の努力も得ら
れない 孤立無援の状態で は, デ ィ ス ト レ ス は持続,
増加の過程をと る こ とに なる .
3
. 本研究結果の活用と限界
本研究の結果は , 臨床に おい て A D患者がどう
い うデ ィ ス ト レ ス を持 っ て い るか把握す るため に
活用で き る. しかし, 本研究にお ける対象者は ,
入院経験の あ る人や面識の ある人に限 っ て い るた
め , す べ て の AD患者に活用するに は限界が ある.
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成人型 ア トピ ー 性皮膚炎
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刺激(摩擦)､ 界面活性剤､ 低湿
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図1. 成人型 ア トピ ー 性皮膚炎患者の デ ィ ス ト レスと変化過程 の概念 モ デル
結 語
1 . 成人型 ア ト ピ ー 性皮膚炎患者の デ ィ ス ト レ ス
の 構造は, 14の 上位概念で構成さ れて い た. そ
れは , 問題未解決に よる精神の 不均衡, 不浄祝さ
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れ る こ と へ の恐 れ, 掻揮感, 身体的安楽の 充足不
全 , 基本的生活 の欲求充足不全, 高次欲求の 充足
不全 , 早期治癒 へ の願望成就不全 , 人間関係の 調
整不全, 生活ス タ イ ル の 調整不全, ア ト ピーに対
す る無理解 へ の 不満, 不安, 精神的サ ポ ー トが得
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られない 悩み , 経済的負担, 回避困難なデ ィ ス ト
レ ス などで ある .
2. 原因未知 へ の 焦燥感, ありが た迷惑 へ の 困窮,
親 へ の 怨念と自責の 葛藤, 経済的自立 へ の 葛藤,
情報の 氾濫と未消化, 自尊心 が損なわれ る こと へ
の 萎摩, 怒り , ペ ッ ト飼育 へ の 欲求充足不全など
の 下位概念は, 過去の 研究で は見出せず, 本研究
にお い て 明らかに な っ た デ ィ ス ト レ ス で ある .
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